
多言語音声翻訳システムの利活用実証ご参加のお願い

１．【総務省・観光庁連携事業】多言語音声翻訳システムの利活用実証の概要

多言語音声翻訳システムを広く社会に浸透させるため、あらゆる人にとって使いやすいシステムの機能
（ユーザインタフェースなど）を開発し、国内複数個所で実証 (多言語音声翻訳システムの利活用実証)
を実施し、様々な利用者に十分に使用いただいた上で、評価をしてもらいシステムの向上を図っています。
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２．大阪市エリアの多言語音声翻訳システムの利活用実証への参加者募集

平成29年度は、大阪市エリアにて、多言語音声翻訳システムの利活用実証を予定しており、その実証の
参加者を募っております。

翻訳システ
ムの更なる
向上

大阪市エリア実証概要

・実証期間：平成29年7月～平成30年2月末まで
・協力内容：①ＰＯＰ／ステッカーの設置、②アプリを利用した接客対応、

③アンケート・調査、④コーパス（*3）の収集 （詳細は裏面に記載）

*3 コーパスとは
多言語音声翻訳システムに登録する
「辞書」と呼んでいます。コーパスとして
固有名詞や地域特有の単語を登録す
ればするほど、翻訳精度は高まります。
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 通信環境
 通信できるiOS8.0以上のタブレット端末（Androidは対象外） ＊ない場合は別途ご相談

３．多言語音声翻訳システムの利活用実証の参加にあたって

事前にご準備頂きたいもの

問合せ先
参加に関する問合せ・申し込み
近畿運輸局 観光部 観光企画課

06-6949-6466（直通）
担当 森下、宮崎

本施策に関する問合せ
観光庁 外客受入担当参事官室

03-5253-8972（直通） 担当 山崎、住本、寺林
総務省 情報通信国際戦略局 技術政策課 研究推進室

03-5253-5730（直通） 担当 中川、福川

参加後ご協力いただくこと

①POP／ステッカーの掲示

実証参加者ということをわかりやす
くするために、見えやすい位置への
掲示をお願いします。

②アプリを利用して接客

積極的にアプリを活用して接客を
お願いします。その際、気づいた
点等は③のアンケートにてフィード
バックをお願いします。

③アンケート・調査 ④コーパスの収集

実証開始前と実証期間中、
複数回にわたってコーパスの
収集をさせて頂きます。

実証参加者の皆様に年4回ほど
アンケートの記入をお願いする予
定です。意見・要望等思ったこと
を率直にお聞かせください。




